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私
た
ち
は
今
日
、
こ
こ
フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台
に
お
い
て
、
第
三
八
回
「
信
教
・
思
想
・
報
道
の
自
由
を
守
る
宮
城
県
民
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

二
月
一
一
日
は
、
か
つ
て
「
紀
元
節
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
八
七
三
年
に
明
治
政
府
が
新
し
く
制
定
し
た
祝
日
で
す
。
天
皇
中
心
の

国
家
を
つ
く
る
た
め
に
、
神
武
天
皇
即
位
神
話
に
依
拠
し
て
こ
の
日
を
「
紀
元
節
」
と
し
ま
し
た
。
敗
戦
後
、
政
府
は
、
新
国
家
建
設
を
め
ざ
す
日
本
に

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
い
う
理
由
で
い
っ
た
ん
廃
止
し
ま
し
た
が
、
自
民
党
政
権
時
代
の
一
九
六
七
年
、
反
対
意
見
を
制
し
て
「
建
国
記
念
の
日
」
と

し
て
復
活
さ
せ
た
の
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
一
九
六
九
年
以
後
、
毎
年
、
靖
国
神
社
の
国
家
管
理
を
め
ざ
す
「
靖
国
神
社
法
案
」
が
国
会
に
上
程
さ
れ
続
け
ま
し
た
。
こ
の
法
案
は
、
一

九
七
四
年
の
廃
案
後
、
Ａ
級
戦
犯
合
祀
問
題
で
昭
和
天
皇
が
靖
国
神
社
参
拝
を
や
め
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
上
程
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
も
同
様
の
政
治
運
動
が
続
け
ら
れ
、「
国
歌
・
国
旗
法
」
の
制
定
、
教
育
基
本
法
改
悪
等
が
強
行
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
一
九
七
五
年
、
靖
国
神
社
国
家
管
理
に
反
対
す
る
第
一
回
目
の
宮
城
県
民
集
会
を
開
催
し
、
多
く
の
県
民
の
方
々
の
賛
同
を
得
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
毎
年
集
会
を
開
催
し
、
信
教
・
思
想
・
報
道
の
自
由
を
脅
か
す
よ
う
な
国
家
や
政
治
の
動
き
に
反
対
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
国
家
は
、
日

本
国
憲
法
が
基
本
的
人
権
と
し
て
保
障
す
る
信
教
・
思
想
・
報
道
の
自
由
を
、
国
民
の
一
人
一
人
に
対
し
て
誠
実
に
守
る
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。
中
央
・

地
方
の
別
を
問
わ
ず
、
国
会
（
議
会
）
、
政
府
、
裁
判
所
の
三
権
は
、
こ
の
憲
法
の
保
障
す
る
権
利
を
最
大
限
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
三
月
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
で
、
政
府
と
東
京
電
力
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
実
態
と
国
民
へ
の
影

響
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を
隠
し
、
人
々
を
危
険
に
さ
ら
し
ま
し
た
。
国
策
と
し
て
原
発
を
推
進
し
反
原
発
の
研
究
者
と
市
民
運
動
を
抑
圧
し
て
き
た
政

府
の
責
任
は
重
大
で
す
。
そ
し
て
五
月
に
は
最
高
裁
判
所
が
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
強
制
を
合
憲
と
す
る
判
決
を
出
し
、
六
月
に
は
大
阪
府
議
会
が
公
立

学
校
の
教
職
員
に
「
君
が
代
」
の
起
立
斉
唱
を
義
務
付
け
る
条
例
を
制
定
し
た
の
で
す
。「
日
の
丸
・
君
が
代
」
強
制
を
合
憲
と
は
し
な
が
ら
も
、
か
ろ
う

じ
て
「
停
職
や
減
給
の
処
分
は
慎
重
な
考
慮
が
必
要
」
と
し
た
今
年
一
月
の
最
高
裁
判
決
が
私
た
ち
に
と
っ
て
希
望
と
さ
え
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
信
教
・

思
想
・
報
道
の
自
由
は
ま
だ
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
決
し
て
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
人
類
の
歴
史
は
平
和
と
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
方
向
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
確
信
を
も
ち
、
山
積
す
る
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
い
ま
再
び
決
意
を
新
た
に
し
て
、
次
の
通
り
宣
言
し
ま
す
。 

 

一 

私
た
ち
は
、
き
ょ
う
の
「
建
国
記
念
の
日
」
に
反
対
し
ま
す
。
「
建
国
記
念
の
日
」
は
、
天
皇
神
話
に
基
づ
く
だ
け
で
歴
史
的
根
拠
は
な
く
、
帝

国
憲
法
下
に
お
け
る
「
紀
元
節
」
を
復
活
さ
せ
た
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
現
在
の
「
日
本
国
」
誕
生
の
日
は
、
人
権
・
平
和
・
民
主
主
義
を
う
た
う

日
本
国
憲
法
の
施
行
の
日
で
あ
る
「
憲
法
記
念
日
」
で
十
分
だ
と
私
た
ち
は
確
信
し
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
私
た
ち
は
憲
法
の
改
悪
に
も
反
対
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
首
相
そ
の
他
の
公
務
員
に
よ
る
靖
国
神
社
や
伊
勢
神
宮
等
へ
の
「
公
式
」
参
拝
、
政
教
分
離
原
則
軽
視
の
行
動
な
ど
、
靖
国
神
社
の

国
家
護
持
や
、
天
皇
の
政
治
的
利
用
に
つ
な
が
る
動
き
に
反
対
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
大
阪
の
教
育
基
本
条
例
に
反
対
し
ま
す
。
ま
た
、
公
立
学
校
そ
の
他
で
の
「
日
の
丸
・
君
が
代
・
元
号
」
の
強
制
、
教
育
に
対
す
る

行
政
の
不
当
な
介
入
や
、
教
育
の
民
主
化
を
妨
げ
る
動
き
に
も
反
対
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
で
報
道
の
果
た
す
役
割
を
重
視
し
尊
重
し
ま
す
。
報
道
や
取
材
活
動
へ
の
不
当
な
規
制
や
介
入
に
断
固
反
対
す
る

と
同
時
に
、
原
発
の
問
題
点
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
関
す
る
積
極
的
な
報
道
と
、
犯
罪
事
件
に
お
け
る
実
名
報
道
や
安
易
な
犯
人
視
報

道
の
抑
制
な
ど
、
す
べ
て
の
関
係
者
が
真
実
と
公
正
を
貫
き
人
権
を
尊
重
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 
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一
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二
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